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養魚飼料研修会
東紀州地域で行われているマダイ等の魚類養殖業は、原油や輸入飼料等の価格変動により、経営が大きく左右されます。今回、三重県漁業士会紀州地域部会の主催により、養魚用飼料に焦点を当てた研修会が開催され、多くの水産関係者が参加されましたので、その模様を紹介します。
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初めに、三重県水産研究所尾鷲水産研究室の栗山研究員より、「配合飼料の成分表を見る」と題して、配合飼料に含まれる成分の説明と、最近の代替飼料に関する紹介がありました。
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続いて、社団法人日本養魚飼料協会の白鳥氏により、「養魚飼料原料の最近の動向について」と題して、魚粉等飼料原料の輸入価格動向から、今後の養魚飼料が向かう方向について話をしていただきまた。
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参加いただいた水産関係者は、養殖業者他４１名でした。今回、参加者に漁業士会に関するアンケートの記入をお願いしたところ、２９名の方に回答をいただきました。今回の研修内容については、６割以上の方が「よく分かった」と回答されました。
　
また、今後漁業士会に希望する活動については、
○今回のような講演会や研修会の開催
○県内外の漁業先進地視察
○月１回程度の勉強会
○消費者を対象とした水産物ＰＲ
を挙げる方が多く見られました
